
【地学】 
東京書籍「改訂 地学基礎」p26~27 

なぜ地球で⽣命が⽣まれ，そして繁栄できたのだろうか。⽣命存在に必要な条件「ハビタブルゾーン」に迫る。 

 

〜ClassPad.net のファイルふせん・授業⽀援機能を活⽤する〜 

⽣命存在にいかに厳しい条件が必要かを理解する授業 
重要な天体特性を⽐較し，⽣命存在に必要な条件「ハビタブルゾーン」について考えを深める。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ファイルふせんやリンクふせんで
元から⽤意しておいた太陽系天体
の画像を電⼦⿊板に⼤きく提⽰
し、⽣徒の興味を惹きつける。 
 
 
 
 
 
事前に班に配布する惑星・衛星の
画像をファイルふせんにし，その
天体に関するデータ（⼤気構成や
温度，⽔，地質，質量等）をファ
イルふせんやリンクふせんで送信
する。 
また、EX-word ふせんを使⽤し
て、⽤語の解説もあわせて⾏う。 
 ※Ex-word 機能は有償になります。別

途ご購⼊いただくことでこの機能は
ご利⽤いただけます。 

 

⽬的・概要の説明 
⽕星の表⾯やエウロパの氷の割れ⽬の画
像を提⽰。⽣命の痕跡があるか問いか
け、授業のテーマ「太陽系における⽣命
探査」を伝える。⼤量のデータから，課
題解決に必要なものを抽出し，周りに論
理⽴てて説明する能⼒を⾝につける。 
 
 
惑星・衛星の調査 
班分けをし，班の構成員ごとに，担当す
る天体（⾦星，⽕星，エウロパ，エンケ
ラドゥス，タイタン，ガニメデ等）を割
り振る。付随するファイルふせんやリン
クふせんに⽰されたデータをもとに，⽣
命存在の可能性，または不可能性を考
え，テキストふせんにまとめる。 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：太陽系天体の多様性を，ClassPad.net を⽤いた⽐較学習を通じて主体的に理解さ

せる。 
⽣徒向けの⽬標：各惑星・衛星のデータを解析し，⽣命が存在しうる条件（液体の⽔の存在など）

を考察する。グループで意⾒交換を⾏い，地球の希少性について理解を深める。 
  
 
 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・プリント削減：授業資料をすべてデジタルノートやファイルふせんとして配布・共有するため、 
        紙のプリント配布や管理の⼿間を⼤幅に削減できる。 
・協働学習促進：ふせんの⾊を天体や意⾒ごとに⾊を変えることで、クラス全体の思考の分布を視覚的 
        に把握し、異なる視点を持つ⽣徒との意⾒交換をスムーズに⾏える。 
・探究学習促進：調べた情報をテキストふせんに蓄積し、議論を経て⾃分の意⾒を再構築するプロセス 
        を記録できるため、根拠に基づいた論理的な探究活動を⽀援できる。 
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調査結果の共有 
各メンバーが調べた天体に関する⽣命存
在の可能性・不可能性とその理由を班で
共有し，同時に地球と⽐較して何が不⾜
しているか，あるいは共通しているかを
分析する。 
 
 
 
 
ハビタブルゾーンの学習 
ハビタブルゾーンとはなにか，そして地
球に⽣命が存在できた主な理由を解説す
る。質量や⼤気構成，温度，地質構成や
⽣態系の進化の過程など，多⾓的側⾯か
ら地球の⽣命存在の理由を考察し，いか
に厳しい条件であったかを強調する。 
 
 
 
 
最も探究したい天体の選定 
学んだ⽣命存在の条件と調査データを元
に，⾃分が最も「⽣命がいる」と考える
天体を 1つ選び，その理由をまとめ
る 。前ステップで決めた天体ごとの⾊
（⽕星＝⾚、エウロパ＝⽩など）のテキ
ストふせんに⾃分の考えを記述する 。 
 
 
 
 
意⾒収集 
⽣徒が書いたテキストふせんを教師側に
提出し，提出されたテキストふせんを⾊
ごとにグループ化して電⼦⿊板等にまと
めて表⽰する。異なる意⾒を⽐較しなが
ら，クラスとして探査機を送る天体を決
定する。 
 
 
 
まとめ・宿題 
探査機をどの天体に送るのかを決定した
のち，探査機にはどのような機能を持た
せるべきか，また，実地でどのような探
査を⾏うのが良いかをテキストふせんで
まとめさせ，提出させる。 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
余裕があれば，太陽系外の天体でハビタ
ブルゾーンにあるものを画像やデータ付
きで紹介し，⽣命存在の可能性が太陽系
内にとどまらないことを提⽰する。 
 

各メンバーが作成したテキストふ
せんを班の共有ノートに集約さ
せ，必要に応じて優れた分析を⾏
っている班の画⾯を全体に共有し
て⽐較・分析を促す。 
 
 
 
 
 
ハビタブルゾーンの解説図を配布
し、⽣徒が調査した天体データを
その図上に直接プロットさせるこ
とで、科学的理論と実データの繋
がりを視覚的に理解させる。 
 
 
 
 
 
 
教師は「テキストふせん」の⾊を
天体ごとに指定（例：⽕星は⾚）
して⾃⾝の意⾒を書くよう指⽰
し，クラス全体での意思決定が⾊
で判別できるように仕掛ける。 
 
 
 
 
 
 
「提出箱」に集まったふせんを⼀
覧表⽰にして⾊の分布を可視化
し，異なる意⾒を持つふせん同⼠
を⽐較表⽰することでデータに基
づいた多⾓的なディベートを活性
化させる。 
 
 
 
 
「提出箱」の期限設定機能を活⽤
して探査プランの作成課題を出
し，授業中の学びをデジタルノー
ト上で再構成して提出させること
で学びの定着を図る。 
 
 
 
 
 
天体の画像があれば，テキストふ
せんでその天体に関するデータを
まとめておき，授業で扱った天体
たちより有⼒なものもあるという
期待を残す。 
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